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結 婚 相 談
配偶者を紹介いたします。お気
軽にどうぞ。相談日は木・日曜・
祝日を除く毎日。午前9時～午後
4時( 土曜日は半日) 、区役所1
階区民相談室。
特に、女性の方の来所をお待ち
しています。

ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に

新
た
に
四
事
業
は
じ
ま
る

巡
回
入
浴
・
老
人
福
祉
電
話
な
ど

現
在
区
内
に
は
ご
(
十
五
織
以
上
の
ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
約
千
人
ず
つ
い
ま
す
。
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
方

に
明
る
い
生
活
を
と
、
ね
た
き
り
の
方
に
は
、
昨
年
巡
回
入
浴
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
ほ
ど
新
た
に
、
ね
た
き

り
の
方
に
家
事
援
助
者
派
遣
制
度
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に
は
友
愛
訪
問
と
老
人
福
祉
一
話
の
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

■
巡
回
入
浴
制
度

こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
で
入
浴
で
き

な
い
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
す
る
も
の
で
す
。
送
迎
用
バ

ス
で
、
自
宅
と
ね
た
ま
ま
は
い
れ
る
浴

槽
の
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
足

立
新
生
苑
」(
花
畑
町
一
四
四
(
)

の

闃
を
送
り
迎
え
し
ま
す
。
送
迎
用
バ
ス

は
、
そ
の
名
も
「
い
で
ゆ
号
≒

入
浴
バ
ス
に
乗
っ
て

あ
る
日
、
こ
の
バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま

し
た
。
バ
ス
は
入
浴
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
お
年
寄
り
宅
へ

。
冢
へ
着
く
と
、

専
任
の
ヘ
ル
パ
ー
か「
お
元
気
で
す
か
」

と
声
を
か
け
、
健
康
状
態
に
異
状
か
な

け
れ
ば
花
畑
町
へ
向
か
い
ま
す
。
車
内

に
は
、
カ
セ
。
卜
が
備
え
て
あ
り
、
音

楽
を
聞
き
な
が
ら
往
復
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
表
へ
出
ら
れ
な
い
ね

た
き
り
の
万
は
ま
る
で
ピ
ク
ニ
・
ク
気

分
。
走
る
速
度
も
振
動
が
起
き
な
い
よ

う
に
と
時
速
二
〇
キ
ロ
に
お
と
し
て
い

ま
す
。

今
ま
で
に
入
浴
し
た
方
の

中
に
は

「
七
年
ぶ
り
に
お
風
呂
に
は
い
り
ま
し

た
。
お
風
呂
に
は
も
う
は
い
れ
な
い
と

あ
き
ら
め
て
ぃ
た
。
思
い
が
け
な
い
こ

と
で
す
ご

と
忘
れ
て
い
た
讌
あ
か
り

の
気
分
を
満
喫
し
た
方
も
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
出
て
す

ぐ
「
気
持
が
い
い
な
ア
長
生
き
で
き
る

よ
。
次
は
い
つ
は
い
れ
ま
す
か
。
」
と

聞
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
風
呂
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

区
で
は
、
多
く
の
ね
た
き
り
の
お
年

寄
り
に
入
浴
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
家
族
に
ね
た
き
り
の
方
が

い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
す
す
め
く
だ

さ

▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
方

区
内
に
住
む
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た

き
り
の
お
年
寄
り
、
お
よ
ひ
こ
れ
に
準

す
る
お
年
寄
り
で
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
方

(
1
)
医
師
が
入
浴
、
お
よ
び
自
動
車
に
よ

る
移
動
を
可
能
と
認
め
た
方

(
2
)
原
則
と
し
て
、
家
族
一
名
が
付
罷
同

乗
し
、
入
浴
の
世
話
を
し
て
も
ら
え

る
方

※

な
お

、

移

動

に

寝
台

兼

用

車

柚
子

を

使

用

し

ま

す
の
'
で

、

■べ
・
'
ド

あ
る

い

は

布

団

の

上

で
三

十

分

ぐ

ら

い
は

続

け

て

す

わ

っ
て

い
ら

れ

る

程
度

の

健

康

状

態

の

方

を
対

象

と

し

て

い

ま

す

。

お
年
寄
り
に
明
る
い
生
活
を

■
家
事
援
助
者
派
遣

ね
た
き
り
老
人
や
、
家
族
の
方
の
負

担
`
・
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、
家
事

後
助
者
の
雇
用
贊
を
全
額
助
成
し

ま

す
。
こ
れ
は
、
対
象
の
方
に
交
付
さ
れ

る
老
人
介
護
券
一
枚
に
つ
き
、
民
間
の

家
政
婦
紹
介
所
か
ら
家
事
援
助
者
か
、

身
の
回
り
の
世
話
や
日
常
生
活
に
必
要

な
用
事
や
。す
る
も
の
で
す
。

対
象
は
、
区
内
に
住
む
六
十
五
歳
以

上
の
家
に
い
る
お
年
寄
り
で
次
の
要
件

の
い
ず
れ
も
備
え
て
い
る
万
で
す
。

(
1
)
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
が
、
家
族
の

病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、
世
話
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
時
、
ま
た
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
病
気
な

ど
の
た
め
日
篇
牛
活
に
支
障
が
あ
る

時
(
2
)
そ
の
世
帯
の
生
計
巾
心
者
の
前
年
分

の
所
得
税
が
、
年
額
四
万
二
千
円
以

下
で
あ
る
こ
と

▽
家
事
援
助
の
日
数
・
時
間

原
則
と
し
て
一
週
凹
に
つ
き
一
日
で

す
。
お
世
話
す
る
時
間
は
、
一
日
六

時
間
以
内
で
す
。

■
友
愛
訪
問
制
度

区
で
お
願
い
し
た・
友
愛
訪
問
員
が
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
お
年
寄

り
の
世
帯
を
訪
問
す
る
制
度
で
す
。
近

所
の
顏
な
じ
み
の
方
が
週
三
回
訪
問
し

て
話
し
相
手
に
な
り
、
孤
独
感
の
解
消

や
事
故
防
止
に
役
立
と
う
と
い
う
も
の

で
す
。

■
老
人
福
祉
電
話

六
十
五
歳
以
上
で
低
所
得
の
ひ
と
り

暮
ら
し
や
お
年
寄
り
だ
け
の
世
帯
に
、

区
長
名
俄
の
'電
話
を
お
貸
し
し
匸
、
孤

独
感
を
な
く
し
連
絡
の
利
便
を
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
基
本
料
金
と
通

話
料
は
六
十
通
話
ま
で
区
で
負
担
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
お
年

寄
り
や
お
年
寄
り
の
い
る
家
族
だ
け
で

な
く
、
広
く
区
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

气

対
象
に
な
る
お
年
寄
り
に
教
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所

老
人
助
成
係
へ
ど
う
ぞ
。

寝たまま乗れる「いで ゆ号」

「消費生活緊急
対策本部」できる

――まず保育園児へ補助金――

物
賢
の
不
足
と
吻
価
の
高
騰
は
、
ま

さ
に
異
常
な
狂
乱
状
態
舍
し
め
し
て
い

ま
す
。

区
で
は
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
に
少
し

で
も
お
役
に
立
つ
よ
う
「
足
立
区
消
費

生
活
緊
急
対
策
本
憖

を
発
足
さ
せ
、

つ
き
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
利
用
を

お
ね
が
い
し
ま
す
。

●
保
育
園
児
に
補
助
金

区
内
に
は
公
立
・
私
立
・
無
認
可
・

保
育
マ
マ
な
ど
合
せ
て
約
(
千
六
百
六

十
五
人
の
保
育
園
児
か
い
ま
す
が
、
物

不
足
や
物
価
の
高
騰
に
つ
れ
て
十
分
な

保
育
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。

区
で
は
と
り
あ
え
ず
I
人
当
り
五
百

円
の
補
助
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

請
求
等
事
務
手
続
き
は
各
保
青
園
で
と

り
ま
と
め
て
行
な
い
ま
す
。
お
間
い
合

わ
せ
は
区
役
所
厚
生
部
管
理
課
へ
。

●
中
小
企
業

融
資
の
増
額

現
在
実
施
し
て
い
る
中
小
企
業
の
賢

金
貸
付
限
度
額
を
、
百
万
円
か
ら
百
五

十
万
円
に
増
額
す
る
よ
う
検
肘
を
し
て

い
ま
す
。

●
応
急
小
口
資
金

貸
付
金
の
増
額

一
時
的
に
小
口
の
賢
金
が
不
足
し

て
、
お
困
り
の
区
民
に
対
し
、
貸
付
金

の
限
度
額
を
、
三
万
円
か
ら
特
別
な
事

情
の
あ
る
方
に
限
り
五
万
円
に
ア
y
プ

す
る
こ
と
を
検
肘
中
で
す
。
次
の
区
議

会
に
条
例
改
正
を
提
案
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
賢
金
が
必
要
な
方
は
区

役
所
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
座
談
会
・
講
演
会

の
開
催

区
で
は
国
民
生
卮
安
定
緊
急
措
置
法

に
も
と
づ
く
関
連
物
資
を
対
象
に
、
業

者
を
ま
じ
え
た
消
費
者
と
の
座
談
会
、

消
費
者
の
知
恵
、
自
術
策
な
ど
の
講
演

会
や
消
費
者
教
室
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
消
費
者
テ
レ
フ
ォ
ン

を
ど
う
ぞ

灯
油
、
プ
ロ
パ
ン
、
洗
剤
な
ど
、
消

贊
生
活
で
お
困
り
の
方
の
た
め
、
相
談

や
苦
情
兮
つ
け
た
ま
わ
る
「
消
費
者
テ

レ
フ
ォ
ン
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
ご
利

用
は

　
八
七
〇
一

一
三
〇
一
へ

●
そ
の
他

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
生
活
保

護
世
帯
へ
の
法
外
援
助
と
し
て
、
物
品

購
入
券
の
交
付
、
洗
剤
の
配
布
、
公
認

の
幼
稚
園
へ
の
教
材
用
ザ
ラ
紙
の
特
別

供
給
な
ど
を
、
早
急
に
実
施
す
る
こ
と

を
検
討
中
で
す
。

●
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

を
お
寄
せ

く
だ
さ
い

消
費
生
活
防
衛
に
つ
い
て
『
泓
は
こ

う
し
て
い
る
』
「
私
は
こ
う
考
え
る
」

な
ど
皆
さ
ん
の
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
は
「
区
役
所
広
聴
係
」
へ
ど

う
ぞ
。

ご年配の方に朗報!

5年年金只今受付中

明
冶
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
倡
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
い
ま
ま
で
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
他
の
公
的
年
金
(
厚
生
年
金
な
ど
)

に
加
入
し
て
い
る
方
、
老
齢
(
退
職
)
年
金
を

受
け
て
い
る
方
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
賢

格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。

▽
加
入
申
込
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
区
役
所
二
階
国
民
年
金
課
へ
印
鑑
持

参
の
う
え
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
保
険
料
　
一
か
月
九
百
円

昭
和
四
十
五
年

六
月
ま
で
さ
か
の
'ぽ
り
、
昭
和
五
十
年
五
月
ま
で
の

分
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
加
入
申
込
み
の
前
月
分
ま
で
の
保
険

科
は
、
昭
和
五
十
年
六
月
ま
で
の
間
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
年
金
額
　
五
年
間
の
保
険
料
を
納

め

た
時
(

こ
の
時
に
六
十
五
歳
未
臠
の
方
は
膺
六
十

五
歳
に
な
っ
た
時
)
か
ら
年
額
九
万
六
千
円
(

月
額
(
千
円
)
が
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
い
ま
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
に
加

入
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
加
入
期
閥
を
調

べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
園
児
童
を
募
集

区
立
上
総
湊
養
護
学
園

区
立
上
総
湊
養
護
学
園
は
、
区
立
小

学
校
の
三
年
生
以
上
の
虚
弱
児
童
を
収

容
し
、
温
暖
ア
■空
気
の
き
れ
い
な
千
葉

県
上
総
漢
で
合
宿
生
活
を
通
じ
健
康
の

増
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
よ
い
習
慣

を
身
に
つ
け
さ
せ
な
が
ら
小
学
校
の
教

科
課
程
を
修
得
さ
せ
る
学
園
で
す
。

学
園
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
入

園
児
童
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
所
在
地
　
千
葉
県
富
津
市
淒
七
七
三
(

内
胴
線
上
総
湊
駅
下
車
二
分
)

■
入
園
で
き
る
児
童
　
区
立
小
学
校
に

在
学
し
て
い
る
三
年
生
以
上
の
児
童

で
次
の
事
項
に
骸
当
し
て
い
る
児
童
①

栄
養
状
態
が
わ
る
い
も
の

②
肥

り
過
ぎ
で
こ
ま
っ
て
い
る
も
の

⑤

腸
転
後
一
年
以
内
の
も
の

④
偏
食

の
は
な
は
だ
し
い
も
の

⑤
罹
病
傾

向
(
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
・
胃
腸
が

弱
い
・
そ
の
‘他
)
の
い
ち
じ
る
し
い

も
の

⑤
ぜ
ん
そ
く
児
童
(
通
院
の

必
要
の
あ
る
も
の
を
除
く
)

■
申
込
期
間
　
二
月
二
十
日
(
水
)
～

三
月
十
二
日
(
火
)

■
申
込
方
法
　
各
小
学
校
長
に
申
出
て

く
だ
さ
い

■
開
園
期
間
　
四
月
十
五
日
1
一
耳
こ

十
日
(
夏
休
み
、
冬
休
み
は
区
内
小

学
校
と
同
じ
)

■
定
員
　
年
間

五
十
名

■
経
費
　
㈲
児
童
賄
費
と
し
て
の
保
護

者
負
担
額
(
お
や
つ
代
含
む
)
　

一

日

二
百
四
十
円

Ⅲ
区
費
に
よ
る

賄
補
助
碩
(
お
や
つ
代
含
包
　

一

日

百
五
十
三
円
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
学
校
ま
た
は
区
教
育

委
員
会
学
校
保
健
係
へ
ど
う
ぞ
。

区民福祉センター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

六
〇
五一
七
一
〇

】

□
ひ
な
ま
つ
り
子
ど
も
会
　
三
月
三
日
(
日
)
午
後
二
時

□
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
(

区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)

二
月
二

十
二
日
(
金
)
午
前
九
時
三
十
分

先
着
六
十
名

□
コ
ー
ラ
ス
の
つ
ど
い
　
二
月
二
十
四
日
(
月
)
午
前
十
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(

九一
四
六
六
一

□
お
年
番
り
の
行
事
　
生
花
教
室
　
二
月
二
十
二
日
(
金
)
午
後
二

時

定
員
二
十
名
　
陶
芸
教
室
　
二
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時

老
人
無
料
健
康
相
談
　
二
月
二
十
日
(
水
)
午
後
】時
三
十
分
　

老
人
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
二
月
二
十
三
日
(
土
)
午
前
十
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七一
五
〇
一
六

□
お
ひ
な
ま
つ
り
・
子
ど
も
の
つ
ど
い
　
三
月
三
日
(
日
)
午
後
二

時
三
十
分

□
子
ど
も
映
画
会
　
二
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

□
紙
芝
居
　
二
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
・
=
は
だ
か
の
王
様
ほ
か

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(八
二
-
二
七
六
五

□
お
年
番
り
の
行
事
　
生
花
教
室
　
三
月
一
日
(
金
)
午
後
一
時
三

十
分

定
員
二
十
名
　
老
人
映
画
会
　
二
月
こ
十
一
日
(
木
)
午
前

十
時
三
十
分・・・
霍
の
渡
り
鳥

□
子
ど
も
映
画
会
　
二
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

【
教
材
賢
を
明
記
を
し
て
い
な
い
教
室
は
無
科
で
す

】

《
各
教
室
の
申
込
み
は
直
接
各
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
》

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　

　
八
九
七
上
(
九
四
(

□
卓
球
月
例
会
　
二
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

申
込

み
は
二
十
二
日
ま
で
に
事
務
室
へ

□
ひ
な
ま
つ
り
映
画
会
　
三
月
三
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
二
〒
三
四
ニ
ー

□
音
楽
教
室
　
二
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
九
時

□
舞
踊
練
習
　
二
月
二
十
日
(
水
)
・
二
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時

□
映
画
会
　
二
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時
・・・
二
十
四
の
瞳

《
各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
餓
日
で
す
》

ゴミの積替所が

つくられます

現
在
西
保
木
闡
四
丁
目
に
あ
る
足

立
陦
掃
工
場
は
、
昭
和
五
十
一
年
三

月
ま
で
に
新
工
場
を
建
設
す

る
た

め
、
三
月
か
ら
と
り
こ
わ

し
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

新
工
場
完
成
ま
で
の
患

い
だ
、
区
内
に
発
生
す
る

ゴ
ミ
は
、
江
東
区
の
埋
立

地
へ
運
ぶ
た
め
、
家
庭
か

ら
筒
め
で
く
る
小
型
車
か

ら
大
型
車
に
移
し
か
え
る

ゴ
ミ
の
積
瞽
所
か
必
要
で

す
。こ

の
積
瞽
所
に
つ
い
て

は
「
ゴ
ミ
積
瞽
作
業
に
よ

る
悪
臭
、
汚
汁
等
の
発
生

を
防
き
環
境
を
悪
く
し
な
い
よ
う
、

地
元
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
な
い
」こ
と
を
条
件
と
し
て
、

地
元
関
係
団
体
と
区
民
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
に
議
会
総
務
委
貝
会
の
了

承
を
得
て
、
都
清
掃
局
が
つ
き
の
二

か
所
に
殲
股
し
ま
す
。
地

元
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
東
清
掃
事
務
所
管
内

綾
瀬
七
丁
目
都
下
水
道
局

用
地
の
一
都

●
西
清
掃
事
務
所
管
内

酉
保
木
間
四
丁
目
都
営
住

宅
内
空
地
-

の
一
都

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
足
立
東

清
掃
事
務
所
(
　
(
(

九

-
○
七
一
一
)
・
足
立
西
清
掃
事
務

所
(
　
(
(

五
-
七
三
六
〇
)
へ
ど

う
ぞ
。

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7105　 西部福祉事務所897- 5011
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家

庭

私
立
幼
稚
園
・
未
公
認
幼
稚
園
児
父
兄

補
助
金
(後
期
分
)

が
受
け
ら
れ
ま
す

足
立
区
で
は
私
立
幼
稚
園
々
児
と

幼
稚
園
類
似
施
設
(
未
公
認
幼
稚
園
)

園
児
の
父
兄
を
対
象
に
保
青
科
な
ど

の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
前
期
分
は
、
さ

き
に
支
給
し
ま
し
た
の
で
、
今
度
は

後
期
分
(
十
月
か
ら
三
月
)
を
支
給

し
ま
す
。

□
補
助
金
を

受
け
ら
れ
る
父
兄

◎
昭
和
四
十
(
年
十
月
一
日
以
降
、

足
立
区
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
記
載
さ
れ
て
い
た
方
。

◎
園
児
か
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚

園
飆
似
施
設
(
未
公
認
幼
稚
園
)

に

在
籍
し
、
昭
和
四
十
(
年
四
月
一
日

現
在
で
満
五
歳
・
満
四
歳
に
な
っ
て

い
る
園
児
の
父
兄
。

園
児
年
齢

満
五
歳
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二

日
か
ら
四
十
三
年
四
月
一
日
生

満
四
歳
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
四
十
四
年
四
月
一
日
生

◎
申
請
日
現
在
、保
育
料
(
十
月
分
か

ら
三
月
分
)
を
完
納
し
て
い
る
父
兄

□
補
助
金
の
額

五
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額

二
千
円

四
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額

千

円

□
申
請
の
方
法

園
児
の
在
篇
す
る
園
の
所
在
地
か

足
立
区
内
か
区
外
か
に
よ
っ
て
次

よ
う
に
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

●
区
内
の
園
に
在
籍
し
て
い
る
場
合

】切
の
手
続
き
は
園
に
委
任
し
て

行
な
い
ま
す
の
で
、
圜
か
ら
の
連

綸
を
待
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
前
期

分
の
時
と
同
じ
で
す
。

●
区
外
の
園
に
在
籍
し
て
い
る
場

次
の
も
の
を
添
え
て
、
佃
人
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
前
記
の
手
続

き
を
さ
れ
た
父
兄
に
は
直
接
区
役

所
か
ら
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

在
籍
証
明
一

・
保
育
料
納
入
済
証

明
書
ま
た
は
領
収
書
・
印
鑑
・
預

金
通
帳
の
番
号

◇
申
請
期
間
と
受
付
場
所

▼
二
月
二
十
日
～
二
月
五
日
　
午

前
九
時
～
午
後
四
時
区
役
所
一

附
ロ
ビ
ー
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▼
三
月
一
日
　
午
前
十
時
～
午
後

三
時
　
第
二
十
出
彊
所
集
会
室

▼
三
月
二
日
　
午
前
九
時
～
十
一

時
　
第
十
六
出
張
所
集
会
室

◇
支
給
時
期

三
月
中
旬
予
定

●
住
所
を
移
転
し
た
場
合

足
立
区
に
在
住
し
て
い
た
期
間
ま

た
は
在
住
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
申
請
用
紙
類
　
前
期
分
の
手
続
を

さ
れ
た
父
兄
に
は
直
接
郵
送
し
ま

す
。(
区
内
の
園
に
在
籍
し
て
い

る
園
児
父
兄
は
園
か
ら
の
連
絡
を

待
っ
て
く
だ
さ
い
)

。
申
請
用
紙

は
区
役
所
一
陪
案
内
係
ま
た
は
四

階
総
務
係
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

前
期
分
を
申
請
さ
れ
な
か
っ
た
父

兄
は
総
男
係
に
ご
相
談
を
。

(
注
)
幼
稚
間
類
似
施
設
と
は
、
学
校

教
育
法
で
定
め
る
幼
稚
園
と
し
て
の

基
串
に
対
し
、若
干
未
整
備
の
た
め

幼
稚
園
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
幼
児

施
咬
を
い
い
保
育
園
と
は
別
で
す
。

町
正

一
月
二
十
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
紀
事
の
中
で
、幼
児
年
齢
の
四

歳
児
と
五
歳
児
が
入
れ
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て

( 41)

―
―
千
住
四
丁
目
か
い
わ
い
 
そ
の
二
―
―

勝
山
準
四
郎

千
住
の
絵
罵
屋
吉
田
政
造
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て

丁
度
二
年
目
に
な
る
。
『
絵
馬
屋
の
正
月
は
初
午

で
す
よ
』
と
言
っ
て
い
た
そ
の
初
午
も
間
近
な
昭

和
四
十
七
年
二
月
五
日
忽
然
と
世
を
去
っ
た
。享

年
六
十
五
歳
。東
京
に
残
る
唯
一
軒
の
絵
馬
屋
と

し
て
断
聞
テ
レ
ビ
に
取
上
げ
ら
れ
た
や
さ
き
の
こ

と
で
あ
っ
た
。吉
田
さ
ん
の
家
は
代
々
弥
五

郎
を
名
乗
り
、政
造
さ
ん
で
七
代
目
、
江
戸

時
代
の
中
頃
か
ら
観
い
た
こ
と
に
な
る
。

長
い
間
下
町
の
僮
仰
を
一
筋
に
助
け
て
き
た

わ
け
で
あ
る
。

千
佳
絵
罵
は
経
木
絵
罵
と
も
曹
っ
て
、
紐

木
r
胡
粉
(
ご
ふ
ん
)
を
塗
り
、
そ
の
上
に
泥

絵
具
で
図
柄
を
画
い
た
の
が
特
長
で
あ
る
。

政
造
さ
ん
の
話
に
「父
親
に
仕
込
ま
れ
て
い

た
若
い
頃
、
こ
の
胡
粉
と
ぎ
を
朝
か
ら
や
ら

さ
れ
、昼
過
ぎ
に
父
が
指
先
で
}
寸
さ
わ
り
、ま

だ
ま
だ
と
い
う
と
夕
方
ま
で
と
か
さ
れ
ま
し
た
」

と
あ
っ
た
。「
今
も
で
す
か
」と
伺
っ
た
ら
、　
r今

時
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
商
売
に
な
り
ま
せ

ん
よ
」
と
笑
っ
て
語
ら
れ
た
。

そ
の
父
観
と
祖
父
は
と
も
に
柬
斉
と
号
し
て
、

千
住
の
東
斉
で
通
っ
た
絵
馬
師
で
あ
っ
た
。今
も

同
家
に
は
そ
の
署
名
入
り
の
、
洋
画
風
に
画
か
れ

た
東
海
遭
宿
駅
図
の
絵
罵
か
残
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
絵
罵
の
歴
史
は
古
く
、平
安
中
期
の

寛
弘
九
年
(
一
〇
匸
一
)
大
江
匡
衡
が
京
都
北
野

呻
社
に
色
紙
絵
罵
三
疋
奉
納
の
こ
と
か
本
朝
粋
記

に
職
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
時
代
が
下
る

に
従
っ
て
図
柄
も
馬
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
面
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
般
庶

民
の
も
ろ
ち
ろ
の
願
い
を
、
絵
馬
に
託
し
て
神
仏

に
祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら

と
言
う
。
そ
し
て
い
つ
し
か
願
い
ご
と
に
よ
っ
て

絵
馬
の
図
柄
も
き
ま
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。例

え
ば
、黒
馬
は
雨
乞
い
、白
馬
は
日
照
り
願
、

地
蔵
は
子
育
て
、
靈
は
夜
泣
き
剌
じ
、
座
牛
は
学

芸
上
達
、
虎
は
請
願
な
ど
で
あ
る
。(
足
立
史
談

十
号
吉
田
氏
談
)

こ
う
し
た
民
間
信
仰
が
絵
馬
を
さ
さ
え
、又
絵

罵
師
が
こ
れ
ら
庶
民
の
夢
を
神
仏
に
仲
介
し
た
わ

け
で
あ
る
。
「
今
は
音
程
い
そ
が
し
い
こ
と
は
な

い
で
す
が
、
哲

人
で
も
絵
馬
が
ほ
し
い
と
来
ら

れ
た
時
、
あ
り
ま
せ
ん
で
は
申
訳
け
な
い
で
す
か

ら
ね
」
と
は
、
吉
田
さ
ん
が
唯

】
軒
に
な
る
之
家

業
を
続
け
ら
れ
た
心
意
気
で
あ
っ
た
。

吉
田
さ
ん
は
又
人
も
知
る
よ
う
に
、
「
絵

鴈
寿
」
の
号
で
知
ら
れ
る
俳
人
で
あ
っ
た
。

千
住
の
衒
を
、家
業
の
こ
と
を
ひ

た
す

ら

脉
み
続
け
ら
れ
た
が
、
句
集
『
千
生
』
に
は

そ
の
珠
玉
の
如
き
作
品
か
収
録
さ
れ
て

い

る
。世

の
移
り
炭
に
も
思
ひ
膠
煮
る

路
地
抜
け
て
ゅ
く
を
楽
し
み
花
(
ツ
手

今
同
家
は
遺
族
の
方
に
よ

。て
伝
統
の
家

業
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
の
暮
N
H
K

テ
レ

ビ
で
「下
町
の
絵
馬
は
消
え
ず
」
と
放
映
さ
れ
、

知
る
人
た
ち
を
ほ
っ
と
さ
せ
た
。
う
れ
し
い
こ
と

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
吉
田
さ
ん
の
前
を
東
に
入
る

の
が
長
円
寺
参
遭
で
あ
る
。(

こ
の
項
つ
づ
く
)

千 住絵馬をまもり続ける吉田家

□
…
「
我
が
家
で
は
ボ
ク
も
…
…
□

□
…
…
…
参
加
の
防
災
会
議
」
…
□

防
災
標
語
・
入
選
発
表

さ
き
に
、
防
災
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
中
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。

総
数
四
〇
五
点
の
中
か
ら
、
次
の
方

が
た
が
入
遇
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
標
語
は
、
防
災
の
た
め
に
有
効

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

第
一
位

我
が
家
で
は
ポ
ク
も
参
加
の
防
災
会
か
k

中
央
本
町
四
丁
目

樋
口
高
康

第
二
位

あ
わ
て
る
な

火
元
　
足
元
　
遊
離
先

梅
鳥
三
丁
目

浜
辺
儻
子

ア
ッ
地
震
あ
わ
て
ず
さ
わ
が
ず
　
ま
ず

火
の
始
末
　
千
住
大
川
町
　
板
橋
勇
三

第
三
位

大
地
震
　
避
難
は
徒
歩
で
　
車
は
禁
止

酉
新
井
本
町
四
丁
目
　
品
川
松
恵

と
ひ
出
す
な
火
の
元
消
し
て
待
て
一
分

千
住
一
丁
目
　
真
田
喜
久
子

ふ
だ
ん
か
ら

い
つ
も
防
災

両
隣
り

六
月
一
丁
目
　
柿
沼
征
士

忘
れ
が
ち
大
き
な
火
よ
り
も
小
さ
な
火

西
新
井
本
町
五
丁
目
　
梅
本
充
計

防
災
は
　
一
に
お
ち
つ
き
　
二
に
火
の

始
末
　
三
に
ふ
だ
ん
の
心
が
け

西
保
木
間
四
丁
目
　
田
川
善
雄

佳
作川

本
正
義
(
西
新
井
本
町
)

板
橋
勇

三
(
千
住
大
川
町
)

海
老
原
喜
久
子
(

千
住
大
川
町
)

本
間
静
江
(
六
月
二

丁
目
)

阿
都
昌
司
(
江
北
七
丁
目
)

長
谷
川
貞
子
(
東
伊
興
町
)

斉
藤
ツ

ナ
子
(
島
根
二
丁
目
)

野
村
一
一
(
千

住
橋
戸
町
)

大
多
和
禾
城
(
宮
城
一

丁
目
)

佐
藤
美
光
(
梅
鳥
三
丁
目
)

申告所得税確定申告
第3 期分の納税等について

嬾替納税 を利用し てい る力 は 、税務署
からお送り した「 振替納 付書」に確 定申告
杳 を添えて 、税 務署に提 出して くだ さい。
扱 替納税 を利用 されてい ない方 は、税

務署 からお 送りした 納付書 を便っ て、3
月15 日まで にお納 めください 。
またこの 際、便利 な振替納 税の ご利用

をおすすめ します。
第3 期分 のi 一以上 を期限内 に納 めます

と 、残狐は5 月末 まで延納 するこ とがで
きます。
廷 納期闇 中は、 年7. 3% の割合 で利子

税 がかかり ます。
還付 を受 けるた めの申告 書は、 なるり

く2 月中|二提出し てくだ さい 。
また、 最近1 か月の間に 申告 または納

付さ れてい る場合は 、「申告 書の 控 」お よ
び納付 滴の「懶 収唾書」をお 持ちください。
閠い 會 わせ は、足 立税務署　888- 6241
または西 斬井税 務署　840- 1111 の嘗理
麑へ。

重度心身障害者手当

申請を受付けています
心
身
に
特
に
重

度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時

複
雑
な
介
謎
を
必

要
と
す
る
方
に
、

重
度
心
身
障
害
者

(
児
)
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
・
J

骸
当
す

る
力

は
、
ぜ
ひ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

□
支
給
要
件

①
区
内
に
住
民
登
録
し
て
お
り
、
現

に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

②
在
宅
の
者
で
あ
る
こ
と
。

□
障
害
の
程
度

①
麗
度
の
精
神
溽
弱
者
で
、
常
時
複

雑
な
介
喫
を
必
要
と
す
る
程
度
の

著
し
い
精
神
症
状
が
あ
る
方
。

②
重
度
の
精
神
薄
弱
と
、
重
度
の
身

休
障
害
が
麗
複
し
て
い
る
方
。

③
重
度
の・
肢
体
不
自
由
者
で
、
両
上

肢
匐
よ
ぴ
両
下
肢
の
機
能
が
失
な

わ
れ
、
座
っ
て
い
る
こ
と
か
困
雛

な
程
度
の
障
害
の
あ
る
方
。

※

障
害
の
程
度
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
と
愛
の
手
帳
と
は
直
接
関
係

は
な
く
、申
請
後
、身
心
陣
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

□
支
給
額
　
毎
月
一
万
円
(
口
座
振
替
)

□
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
・
住
民

票
(
家
族
全
艮
)
・
自
宅
付
近
の
略
図

な
お
、
身
体
障
客
耆
手
帳
と
愛
の
手

帳
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
は
、
区
役
所
援

護
係
へ
ど
う
ぞ
。

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

戦
没
者
等
の
妻
・

父
母
の
方
に
特
別
給
付
金

●
戦
没
者
の
妻
の
方

(
ア
)
対
象
者

昭
和
三
十
(
年
四
月
一
日
に
お
い
て

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
」(
二
十
万
円
国
債
)
を
受
け
る
櫓

利
を
有
し
た
方
で
、
昭
和
四
十
(
年
四

月
一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方

(
イ
)
支
給
額

六
十
万
円
(
国
債
十
年
償
還
)

●
戦
没
者
の
父
母

*
(
ア
)
対
象
者

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
に
お
い
て

『
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給

付
金
』
(
十
万
円
国
債
)
を
受
け
る
権

利
を
有
し
た
方
で
、
か
つ
昭
和
四
十
(

年
四
月
一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
・
遺

族
年
金
等
を
受
給
申
の
方

(
イ
)
支
給
額

三
十
万
円
(
国
債
・
五
年
償
還
)

●
請
求
期
限

妻
・
父
母
の
方
と
も

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

問
い
舍
わ
せ
・
請
求
は
、
区
役
所

援
護
係
へ
ど
う
ぞ

たばこは区内で賈いましょう

昨年度は

9奥6千万円

たばこ消費税が

区にはいりまし

た

本年度は1本に付76銭が区にはいります

部
落
問
題
理
解

の
た
め
に

( 29)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
⑩

狭
山
裁
判
に
は
お
か
し
な
点
か
数

し
れ
な
い
。
何
ひ
と
つ
た
し
か
な
証

拠
が
な
い
。
二
度
の
家
宅
換
査
で
点

検
し
た
所
か
ら
ひ
″
つ
こ
圦

発
見
」

さ
れ
た
万
年
筆
。
被
害
者
の
姉
や
犯

人
ら
し
き
人
の
目
撃
者
な
ど
四
人
の

不
毒
な
自
殺
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
真

剣
に
考
え
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
六
か
月

の
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
毒
理
で
、
弁
霞

側
か
ら
の
証
人
は
、
事
爽
関
係
で
は

一
人
も
探
用
せ
ず
、
情
状
証
人
の
み

四
人
と
い
う
異
常
な
形
で
死
刑
判
決

が
出
さ
れ
た
。

そ
の
底
に
は
「
被
告
人
が
判
示
の

ご
と
く
小
学
校
す
ら
卒
業
せ
ず
し
て

少
年
時
代
を
他
家
で
奉
公
人
で
す
ご

し
、
父
母
の
も
と
で
家
庭
的
な
愛
情

に
育
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
、
そ
の
教
養
と
人
格
形
成
に

強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
」

(
判
決
文
)

「
こ
の
よ
う
な
環
境
は

被
告
人
に
対
し
て
社
会
の
秩
序
に
対

す
る
遵
法
精
神
を
稀
薄
な
ら
し
め
る

素
地
を
あ
た
え
」(
検
叭
諭
告
T

い

う
よ
う
な
偏
見
と
予
断
が
勳
い
て
い

る
。
部
落
差
別
に
よ
っ
て
極
度
に
圧

迫
さ
れ
た
生
活
環
境
を
「
悪
の
温
床
」

だ
と
き
め
つ
け
、
口
に
こ
そ
出
さ
ぬ

が
、
「
部
落
民
だ
か
ら
や
り
か
ね
な

い
」
と
い
う
差
別
偏
見
が
あ
る
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都
　

(
五
〇
-
七
七
六
九
)

原
動
機
付
自
転
車
を

お
持
ち
の
方
へ

昭
和
四
十
九
年
次
原
助
機
付
自
転
車

「ご
一
五
?
ま
で
の
課
税
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
原
助
機
付
自
転
車
の
税
金
は

皹
車
月
に
よ
る
月
剖
課
税
で
は
な
く
、

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
現
在
登
録
さ

れ
て
い
る
車
に
つ
い
て

年
間
課
税
さ

れ
、
四
月
二
日
以
降
に
廃
車
手
続
き
を

し
て
も
税
金
は
年
税
順
全
額
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
原
助
機

・
付
自
転
車
を
お
持
ち
の
方
で
不
用
に
な

っ
た
と
か
、
修
理
不
館
で
乗
れ
な
い
も

一
の
、
ま
た
は
他
人
に
黷
っ
た
方
、
区
外

へ
転
出
し
た
方
は
三
月
三
十
日
ま
で
に

廃
孱
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標

識
交
付
証
明
書
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
う

え
、
区
役
所
課
税
課
第
一
課
税
係
(
窓

口
一
三
番
)
ま
た
は
第
二
庁
舎
課
税
課

第
二
課
税
係
(
窓
口
四
番
)
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。(
出
張
所
で
は
取
扱
い
は

し
て
い
ま
せ
ん
)

も
し
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
ま
'

た
は
破
殲
し
た
場
合
は
標
識
弁
償
金
二

百
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掲

示

板

■
工
事
予
定

▽
道
路
拡
幅
工
事

足
立
三
丁
目
二
五
番
先

西
伊
具
町
一
六～
一
(
番
地
先

西
伊
具
町

匸
7

一
四
番
地
先

▽
側
溝
改
修
工
事

本
木
二
丁
旦
一～
九
番
先

そ
れ
ぞ
れ
工
事
は
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
終
わ
る
予
定
で
す
。

献
血
に
ご
協
力
を

二
月
二
十
日

竹
の
塚
駅
東
口

二
十
(
日

北
千
生
駅
前

三
月
一
日
　

鹿
浜
小
学
校
　

午
前
十
時
ー
午
後
三
時

■
教
育
セ
ン
タ
ー
開
館

記
念
映
画
会

三
月
二
日

「道
」

九
日

「御
用
金
」

十
六
日
　
用
心
棒
」

十
九
日

「鉄
遭
員
」

入
場
無
料
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
六
時
三
十
分
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
足
立
区
教
青

セ
ン
タ
ー
(
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
一

二
一
　
(

五
〇
-
(
(

〇
一
)

■
児
童
手
当
を

振
込
み
ま
し
た

昭
和
四
十
九
年
二
月
期
支
払
分
(

昭
和
四
十
(
年
十
月
か
ら
昭
和
四
十

九
年
一
月
分
ま
で
)
の
児
童
手
当
金

を
、
二
月
十
二
日
に
あ
な
た
の
指
定

し
た
金
融
機
関
に
振
込
み
ま
し
た
の

で
、
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手

当
係
へ
。

■
1
6ミ
リ
映
写
機

再
講
習
会

す
で
に
十
六
ミ
リ
映
写
技
術
修
了

証
を
お
持
ち
の
方
今
対
象
に
、
技
術

の
再
講
習
を
行
な
い
ま
す
。

期
日
―
二
月
二
十
(
日
(
木
)
午

後
五
時
～
七
時

場
所
1
区
青
年
館

定
員
―
五
十
名
賢
格
-
区
内
在

住
・
在
勤
で
修
了
証
を
所
持
し
て
い

る
方

受
付
け
I
ニ
十
一
日
か
ら
一

話
可申

込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教

育
委
員
会
文
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
無
料
税
務
相
談

日
時

二
月
二
十
二
日
(
金
)

午
後
一
時
1
午
後
九
時

二
月
二
十
三
日
(
土
)

午
前
十
時
1
午
後
九
時

場
所
　
足
立
産
業
振
興
館

担
当
　
西
新
井
支
部
所
属
税
理
士

問
い
合
わ
せ
　先

税
理
士
会
足
立
・

西
新
井
支
懿

足
立
支
懿
　
　
(
(

ニ
ー
九
四
一
九

酉
新
井
支
懿
　
　
(
(
九
-
四
六
〇
(

■
練
習
発
表
会
　

少
年
鼓
笛
隊
・
合
唱
団

発
足
以
来
、
今
年
で
(
年
目
を
ひ

か
え
た
足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
・
合
唱

団
の
練
習
発
表
会
を
次
の
と
お
り
関

催
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
2
4日
午
後
O
時
3
0分

場
所
　
足
立
区
文
化
会
館

※
艦
貢
希
望
・
そ
の
他
お
問
い
合
わ

せ
は
青
少
年
係
へ
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

や
よ
い
祭
り

足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ

は
自
主
的
、
組
織
的
に
奉
仕
置
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
員
と

社
会
奉
仕
に
関
心
を
持
つ
方
に
よ
る

「
足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
よ
い
余

り
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前

十
時
ー
午
憮
二
時

場
所
　
区
文
化
会
館
(
中
央
本
町
一

丁
目
一
七
一
一
管
(
(

六
-
八
(
六

〇
)

間
い
翕
わ
せ
、
は
区
役
所
福

祉
係
へ
。

■
訓
練
生
募
集

足
立
高
等
職
業
馴
練
校
で
は
、
次

の
要
領
で
馴
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目
　
テ
レ
ビ
技
術
・
自
勳
車

整
備
・
機
棟
・
木
工
・
塗
装
・
一

気
工
事
・
ト
レ
ー
ス
・
経
理
事
務

申
込
期
限
　
二
月
二
十
三
日
(
土
)

授
柴
料
　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　先

足
立
高

等
職
業
馴
練
校
(
綾
瀬
五
丁
目
六
-

一
　

六
〇
五
-
六
一
四
六
)

訂
正
二
月
五
日
号
「
自
冶
権

拡
充
を
め
ざ
し

」
の
紀

事
中
、
特
別
区
へ
の
事
務
事
業
移
管

と
あ
る
の
は
、
特
別
区
へ
の
事
務
事

巣
移
管
の
誤
り
で
し
た
。

■ 火災 シーズンです。火の元にご注意ください。 ■ 確定申告は、お早めに。 Y・T　208, 000


